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ＣＯＮＴＥＮＴＳ

（１） ３ＧＰＰにおける５Ｇ ＮＲ関連標準化スケジュール

（２） ３ＧＰＰにおける５Ｇ ＮＲ Ｓｔｕｄｙ について
 要求条件
 チャネルモデル
 主な無線アクセス技術

（３） ３ＧＰＰにおける５Ｇ関連のその他の議論について
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（２） ３ＧＰＰにおける５Ｇ ＮＲ Ｓｔｕｄｙ について

• ５Ｇ ＮＲ関連のＳｔｕｄｙ Ｉｔｅｍのうち、１７年３月ＲＡＮ会合までに合意された主な結果は以下の通り。

• ３つのユースケース（ｅＭＢＢ、ＵＲＬＬＣ、ｍＭＴＣ）に対する各種要求条件を規定等

 ５Ｇ要求条件 ⇒ ＴＲ３８．９１３：Ｓｔｕｄｙ ｏｎ ｓｃｅｎａｒｉｏｓ ａｎｄ ｒｅｑｕｉｒｅｍｅｎｔｓ ｆｏｒ ｎｅｘｔ ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ ａｃｃｅｓｓ ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ

 ５Ｇチャネルモデル ⇒ ＴＲ３８．９０１：Ｓｔｕｄｙ ｏｎ ｃｈａｎｎｅｌ ｍｏｄｅｌ ｆｏｒ ｆｒｅｑｕｅｎｃｉｅｓ ｆｒｏｍ ０．５ ｔｏ １００ ＧＨｚ

 ５Ｇ ＮＲにおける主な無線アクセス技術 ⇒ ＴＲ３８．９１２：Ｓｔｕｄｙ ｏｎ ｎｅｗ ｒａｄｉｏ ａｃｃｅｓｓ ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ

• ０．５ ～ １００ＧＨｚ帯までの広範囲にわたるチャネルモデルを記載

• 高速化、大容量化に関連する主な技術
• 低遅延化に関連する主な技術
• ＲＡＮ-ＣＮアーキテクチャ
• Ｍｕｌｔｉ－Ｃｏｎｎｅｃｔｉｖｉｔｙ
• フロントホールのオープンインタフェース化 等
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（２） ５Ｇチャネルモデル （ＴＲ ３８．９０１）

• １７年３月のＲＡＮ会合で合意された５Ｇのシステム評価のためのチャネルモデル

 検討の概要

• ５Ｇでは、既存の周波数に加えて６ＧＨｚ以上の高周波数も対象として検討が進められているため、
６ＧＨｚ～１００ＧＨｚの周波数に対応した新しいチャネルモデルを検討

• セルの展開シナリオとして、以下を考慮

 都市部マイクロセル、都市部マクロセル、ルーラルマクロセル、室内

• チャネルモデルを作成する上で、以下の点に留意

 広帯域の送信帯域幅を考慮（比帯域10%程度の送信帯域幅までを想定）

 ブロッキングや大気による損失など、ミリ波伝搬の側面を考慮

 大規模なアレーアンテナ構成を考慮、 等

• 最終的に、適用可能な周波数を０．５～１００ＧＨｚまで拡張し、“ＴＲ３８．９０１”として取りまとめ

 シミュレーションで用いるセルの展開シナリオの概要

都市部マイクロセル 都市部マクロセル ルーラルマクロセル 室内

基地局アンテナ高 １０ ｍ ２５ ｍ ３５ ｍ ３ ｍ

基地局間距離 ２００ ｍ ５００ ｍ １７３２ ｍ／５０００ ｍ ２０ ｍ

想定エリア 屋外（室内浸透含） 屋外（室内浸透含） 屋外（室内浸透含） 室内
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• ５Ｇキャリアとして用いることを想定して検討が行われている周波数範囲は下表の通り（２０１７年３月現在）。

（３） ５Ｇキャリアとして提案されている周波数範囲
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新たに提案された周波数範囲

３．３ ～ ４．２ ＧＨｚ

４．４ ～ ４．９９ ＧＨｚ

２４．２５ ～ ２９．５ ＧＨｚ

３１．８ ～ ３３．４ ＧＨｚ

３７ ～ ４０ ＧＨｚ

１．４２７ ～ １．５１８ ＧＨｚ

既存３ＧＰＰバンドのうち、５Ｇキャリア
適用が検討されているバンド

Ｂａｎｄ １、３、７、８、２０、２８、４１、６６






